
司、
大
闘
魂
神
社
と
杉
山
神
社
は
当
初
か
ら
深
い
関

係
に
あ
り
、
大
闘
魂
神
社
に
叩
ら
れ
て
い
る
八
神
の

一
つ
六
之
宮
の
杉
山
大
神
は
、
西
八
朔
の
杉
山
神
社

の
祭
神
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
江
戸
時
代
末
の
六
所
宮
の
神
主
だ
っ

た

猿
渡
盛
章
の
調
査
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
以
来
西
八

朔
の
杉
山
神
社
と
大
国
魂
神
社
と
の
関
係
は
今
に

続
い
て
い
ま
す
。

五
月
五
日
の
大
園
魂
神
社
例
大
祭
「
く
ら
や
み
祭

り
」
の
祭
に
は
杉
山
神
社
宮
司
と
氏
子
会
の
代
表
が

神
事
に
参
列
し
十
月

一
日
の
杉
山
神
社
の
例
大
祭
に
は
府
中
の
大
風
魂
神
社
か
ら
神
職
と
六
之
宮
や
五

六
宮
太
鼓
を
受
け
持
つ
町
内
の
人
た
ち
が
参
列
し
ま
す
コ

古
く
は
杉
山
神
社
の
神
輿
が
府
中
六
所
宮
ま
で
担
が
れ
て
い
っ
た
と
い
う

伝
承
も
あ
り
ま
す
。

武
蔵
国
に
あ

っ
て
は
格
段
の
由
緒
を
持
つ
杉
山
神
社
と
府
中
六
所
宮
と
は
、

地
域
の
人
た
ち
の
深
い
繋
が
り
に
よ
っ
て
伝
統
が
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

府
中
郷
土
の
森
博
物
館

学
芸
係
長

小
野
一
之
氏
謹
著
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杉
山
神
社
は
現
在
の
横
浜
市
・
川
崎
市
を
中
心
に
多
数
あ
る
神
社
の
名
前
で
す
。

ほ
か
に
は
町
田
市
・
稲
城
市
に
も
数
社
あ
り
ま
す
が
い
づ
れ
も
鶴
見
川
と
そ
の
支
流
域

に
多
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
全
凶
的
に
見
て
も
こ
の
地
域
に
し
か
存
在
し
な
い
の
が
杉
山
神
社
で
す
。

か
つ
て
武
蔵
国
(
今
の
東
京
都
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
の
大
半
が
そ
の
範
囲
)
の
な
か
で

横
浜
の
都
筑
郡
・
橘
樹
郡
・
久
良
郡
と
よ
ば
れ
て
い
た
地
域
で
す
。

神
社
の
数
は
江
戸
時
代
末
期
に
編
集
さ
れ
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
る
と
七

卜

社

で
す
が
、
そ
の
後
の
合
社
や
名
称
変
更
な
ど
で
、
現
在
は
四
十
余
り
の
杉
山
神

社
が
あ
る
よ
う
で
す
が
緑
区
西
八
朔
の
杉
山
神
社
は
そ
の
中
で
も
代
表
的
な
杉
山
神

社
の
一
つ
で
す
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
す
く
な
く
と
も
千
二
百
年
ほ
ど
遡
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

平
安
時
代
の
公
的
な
歴
史
書
『
続
日
本
後
記
』
の
承
和
五
年
(
八
三
四
年
)
二
月

二
十
二
日
条
に
、
武
蔵
野
国
都
築
郡
杉
山
神
社
が
霊
験
に
よ
り
官
幣
(
神
へ
の

公
的
な
献
納
物
)
に
あ
やす
か
っ
た
と
言
う
記
事
が
あ
り
ま
す
。

同
じ
く
嘉
祥
元
年
に 
(八
四
八
年
)
五
月
二
十
二
日
条
に
は
位
の
な
か
っ
た

杉
山
神
社
に
従
五
位
下
を
授
け
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
延
長
五
年
(
九
二
七
年
)
編
集
の
『
延
喜
式
』
に
は
国
家
的
な
祭
杷
に

あ
ず
か
る
神
社
の

一
覧
表
(
こ
れ
に
掲
載
す
る
神
社
の
こ
と
を
式
内
社
と
よ

び
ま
す
)が
あ
り
ま
す
が
武
蔵
国
四
十
三
社
の
な
か
に
都
筑
郡
の
杉
山
神
社

の
名
前
が
見
え
ま
す
。

橘
樹
郡
・
久
良
郡
に
は
式
内
社
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
杉
山
神
社
は
三
郡
を
代
表
し
、
国
家
的
に
も
知
ら
れ
た
重
要
な
神
社
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。祭
神
は
、
大
和
武
尊
や
五
十
猛
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
確
か
な
こ
と
は
不
明
で
、
も
と
は
杉
の
生
い
茂
っ
た
山
そ
の
も
の
を
叩
っ
た
神
社

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

数
あ
る
杉
山
神
社
、
平
安
時
代
の
歴
史
書
に
載
る
杉
山
神
社
は
ど
こ
な
の
か
。

古
く
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
説
が
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
結
論
は
出
ま
せ
ん
。

横
浜
市
都
筑
区
中
川
町
、
同
区
茅
ケ
崎
町
、
同
区
勝
田
町
、
港
北
区
新
吉
田
町
な
ど
に

所
在
す
る
杉
山
神
社
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
西
八
朔
の
杉
山
神
社
は
最
も

有
力
な
一
社
で
す
。
八
朔
が
平
安
時
代
の
『
和
名
類
緊
抄
』
に
出
て
く
る

「都
筑
郡
針
研
郷
」

や
鎌
倉
時
代
の
古
文
書
に
あ
る
国
街
領
(
武
蔵
国
府
の
直
営
地
)
の
「
八
佐
古
」
に
通
じ

る
古
地
名
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。


